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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する定性的情報 

当第 3四半期連結累計期間（自 平成 28年 4月 1日 至 平成 28年 12 月 31 日）の経済情勢は、金融緩

和や各種経済政策の効果に支えられ、企業収益や雇用情勢が改善するなど景気は緩やかな回復基調が続い

ております。一方、海外経済の下振れリスクや英国のＥＵ離脱問題など世界経済の先行きに対する不透明

感が高まっております。 

このような環境の下、当行グループは第八次中期経営計画「新たな成長への第一歩～あなたとともに

～」の最終年度として資産の健全化や経営の合理化・効率化に努めた結果、当第 3 四半期連結累計期間の

業績は次のとおりとなりました。 

経常収益は、償却債権取立益の減少等により前年同期比38億77百万円減少し401億83百万円となりま

した。また経常費用は、有価証券売却損の増加等により前年同期比 7 億 81 百万円増加し 307 億 74 百万円

となりました。 

この結果、経常利益は94億8百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は51億51百万円となりまし

た。 

 

（２）財政状態に関する定性的情報 

当第 3 四半期連結会計期間末の資産は、貸出金の増加等により前連結会計年度末比 576 億円増加し、2

兆8,629億円となりました。負債は、預金の増加等により前連結会計年度末比603億円増加し、2兆7,019

億円となりました。また純資産は、その他有価証券評価差額金の減少等により前連結会計年度末比26億円

減少の1,610億円となりました。 

なお、主要勘定の状況は次のとおりとなりました。 

 ①預金 

個人預金の増加等により、預金残高は前連結会計年度末比614億円増加し2兆6,291億円となりま

した。 

②貸出金 

個人・中小企業向け貸出の増加等により、貸出金残高は前連結会計年度末比 258 億円増加し 1 兆

8,680億円となりました。 

  ③有価証券 

国債の減少等により、有価証券残高は前連結会計年度末比1,287億円減少し4,808億円となりまし

た。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する定性的情報 

当第 3 四半期連結累計期間の損益状況は順調に推移しており、平成 28 年 5 月 11 日に公表した業績予想

に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。 
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（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  （会計方針の変更） 

  法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実

務対応報告第32号 平成28年6月17日）を第1四半期連結会計期間に適用し、平成28年4月1日以後に

取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

  この変更による当第3四半期連結累計期間の連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 

   

（追加情報） 

  「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年3月28日）

を第1四半期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

現金預け金 301,074 448,586

コールローン及び買入手形 2,277 3,615

商品有価証券 393 279

金銭の信託 3,130 2,680

有価証券 609,553 480,800

貸出金 1,842,237 1,868,046

外国為替 1,458 3,070

その他資産 24,222 35,082

有形固定資産 24,687 24,305

無形固定資産 647 635

繰延税金資産 2,377 4,820

支払承諾見返 4,135 4,283

貸倒引当金 △10,946 △13,277

資産の部合計 2,805,248 2,862,928

負債の部

預金 2,567,651 2,629,138

譲渡性預金 35,977 45,641

借用金 9,286 7,839

外国為替 39 33

その他負債 17,003 8,588

賞与引当金 940 237

役員賞与引当金 32 13

退職給付に係る負債 4,828 4,444

睡眠預金払戻損失引当金 277 273

偶発損失引当金 203 227

再評価に係る繰延税金負債 1,203 1,184

支払承諾 4,135 4,283

負債の部合計 2,641,579 2,701,904

純資産の部

資本金 27,408 27,408

資本剰余金 26,154 26,154

利益剰余金 99,887 104,197

自己株式 △2,486 △2,486

株主資本合計 150,964 155,274

その他有価証券評価差額金 11,189 3,719

土地再評価差額金 △905 △949

退職給付に係る調整累計額 △1,592 △1,346

その他の包括利益累計額合計 8,690 1,423

新株予約権 104 126

非支配株主持分 3,909 4,200

純資産の部合計 163,669 161,024

負債及び純資産の部合計 2,805,248 2,862,928
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

経常収益 44,060 40,183

資金運用収益 28,057 27,618

（うち貸出金利息） 18,544 17,242

（うち有価証券利息配当金） 9,219 10,112

役務取引等収益 4,667 4,112

その他業務収益 3,020 5,293

その他経常収益 8,314 3,159

経常費用 29,993 30,774

資金調達費用 943 607

（うち預金利息） 897 574

役務取引等費用 2,488 2,613

その他業務費用 2,233 2,840

営業経費 19,436 19,687

その他経常費用 4,891 5,026

経常利益 14,066 9,408

特別利益 28 22

固定資産処分益 28 22

特別損失 32 102

固定資産処分損 32 11

減損損失 - 91

税金等調整前四半期純利益 14,062 9,328

法人税、住民税及び事業税 4,286 3,291

法人税等調整額 969 591

法人税等合計 5,256 3,882

四半期純利益 8,806 5,445

非支配株主に帰属する四半期純利益 237 294

親会社株主に帰属する四半期純利益 8,568 5,151
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 8,806 5,445

その他の包括利益 △6,872 △7,224

その他有価証券評価差額金 △6,983 △7,470

退職給付に係る調整額 111 246

四半期包括利益 1,933 △1,778

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,695 △2,072

非支配株主に係る四半期包括利益 237 294
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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４．四半期決算のポイント

（１）損益の状況

【連結】

【連結損益計算書(抜粋)】

（単位：百万円）

3,330
9,408経常利益　

経常収益

経常費用 30,774

40,183
 (内、償却債権取立益） 241

 (内、与信関係費用)
29,993 781

14,066
△ 27

△ 4,658
△ 3,4175,151親会社株主に帰属する四半期純利益

△ 3,877

8,568

3,357

増減
(A)-(B)

△ 2,946

平成29年3月期
第3四半期(A)

平成28年3月期
第3四半期(B)

44,060
3,187

経常収益は、償却債権取立益の減少等により前年同期比38億77百万円減少の401億

83百万円となりました。

経常費用は307億74百万円となりました。

この結果、経常利益は94億8百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は51億

51百万円となりました。

【単体】

【単体損益計算書(抜粋)】
（単位：百万円）

△ 2,304

コア業務純益 9,341

平成28年3月期
第3四半期(B)

増減
(A)-(B)

平成29年3月期
第3四半期(A)

13,617

5,100

実質業務純益 11,709 10,890

経常利益　 8,916

10,449業務純益

四半期純利益

818

△ 4,700

8,532 △ 3,432

12,754

10,100 △ 758

コア業務純益は、貸出金利息の減少等により前年同期比7億58百万円減少の93億41百万円

となりました。

業務純益についても同様の理由により、前年同期比23億4百万円減少の104億49百万円、

実質業務純益は前年同期比8億18百万円増加の117億9百万円となりました。
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（２）主要勘定の状況

【単体】

（単位：億円）

（注）譲渡性預金は含んでおりません。

うち個人預金

平成28年12月末
(A)

26,312

貸出金

21,555

18,707

預金 616

6413,996

25,696

21,137

18,450

14,060

418

257

増減
(A)-(B)

平成28年3月末
(B)

うち個人・中小企業向け貸出

預金残高は、個人預金の増加等により平成28年3月末比616億円増加の2兆6,312億円とな

りました。

貸出金残高は、個人・中小企業向け貸出の増加等により平成28年3月末比257億円増加の

1兆8,707億円となりました。

26 312
30 000

（億円）
預金残高の推移 個人預金 預金

21,323 21,137 21,555

26,006 25,696 26,312

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

27/12末 28/3末 28/12末

13,870 13,996 14,060

18,276 18,450 18,707

0

5,000

10,000

15,000

20,000

27/12末 28/3末 28/12末

（億円）
貸出金残高の推移 個人・中小企業向け貸出 貸出金
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（３）健全性の状況

①自己資本比率【連結】

【連結】 （単位：％）

増減
(A)-(B)

平成28年3月末
(B)

0.1412.11連結自己資本比率 12.25

平成28年12月末
(A)

連結自己資本比率は、親会社株主に帰属する四半期純利益51億円を計上したことに

より、平成28年3月末比0.14ポイント上昇し、12.25％となりました。

12.52
12.83

12.11 12.14 12.25

10.00

11.00

12.00

13.00

14.00

27/3末 27/9末 28/3末 28/9末 28/12末

（％）
自己資本比率の推移 連結自己資本比率

②不良債権の状況【単体】

【単体】 （単位：％、億円）

平成28年12月末
(A)

増減
(A)-(B)

平成28年3月末
(B)

金融再生法開示債権 462 462 0

不良債権比率 2.46 2.49 △ 0.03

金融再生法開示債権は、462億円となりました。

不良債権比率は、平成28年3月末比0.03ポイント低下の2.46％となりました。

547
470 462 467 462

3.02
2.57 2.49 2.49 2.46

1.00

2.00

3.00

4.00

0

400

800

1,200

27/3末 27/9末 28/3末 28/9末 28/12末 （％）

（億円）

金融再生法開示債権・比率の推移 金融再生法開示債権 不良債権比率
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５．参考情報

（１）平成29年3月期　第3四半期損益概要【単体】

（単位：百万円）

業務粗利益

(除く国債等債券損益(5勘定尻))

資金利益

役務取引等利益

その他業務利益

経費（除く臨時処理分）

コア業務純益

国債等債券損益（5勘定尻）

実質業務純益

一般貸倒引当金繰入額①

業務純益

臨時損益

不良債権処理額②

(貸倒償却引当費用①＋②)

株式等関係損益

株式等償却

経常利益　

特別損益

税引前四半期純利益

法人税 住民税及び事業税

1,665

46

818

△ 17

3,123

△ 2,304

5,154

865

△ 712

△ 105

△ 694

△ 758

1,577

△ 4,700

△ 92

△ 2,445

△ 2,396

△ 3,140

△ 980

△ 4,793

12

175

△ 102

13,608

△ 9

1,259

13

8,916

0

13,617

10,449 12,754

△ 1,533

2,013

3,272

28,384

29,886

787

27,040

1,258

2,452

1,953

863

2,620

8,814

4 1133 132

平成29年3月期 平成28年3月期

第3四半期

(9ヵ月間)（A) (9ヵ月間)（B)

30,751

11,709

9,341

18,99619,042

2,367 789

増減第3四半期

27,145

10,100

10,890

△ 1,864

（A)-(B)

3,290

29,096

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

法人税等合計

四半期純利益

（２）金融再生法開示債権【単体】

（単位：百万円）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

合計(Ａ)

正常債権

総与信額計(Ｂ)

総与信額に占める割合（Ａ／Ｂ）

1,852,7081,835,3371,878,075

2.46% 2.60% 2.49%

1,787,5111,831,792 1,806,461

46,246

3,685

5,0753,714

平成28年12月末

△ 1,361

△ 980

△ 380

△ 3,432

平成27年12月末

2,837

40,29241,302

2,965

平成28年3月末

2,989

46,283 47,825

41,522

1,869

2,891

581

8,532

4,113

962

3,132

5,100
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（３）自己資本比率（国内基準）

【単体】 （単位：百万円、％)

(1)自己資本比率 (2)/(3)

(2)単体における自己資本の額
(3)リスク・アセットの額
(4)単体総所要自己資本額 (3)×4％

【連結】 （単位：百万円、％)

(1)自己資本比率 (2)/(3)

(2)連結における自己資本の額

(3)リスク・アセットの額

(4)連結総所要自己資本額 (3)×4％

（４）時価のある有価証券の評価差額【単体】

（単位：百万円）

そ 他有価証券

1,277,260

1,322,901

12.06

12.11

52,579

52,916

時価

1,314,480

平成28年12月末

評価差額

平成28年12月末

12.25

152,582

平成28年3月末

11.94

51,433

評価差額 評価差額時価

平成28年12月末

158,569

平成27年12月末

1,285,839

平成28年3月末

時価

平成28年3月末

162,117 155,761

51,090

その他有価証券

株式

債券

その他

（注）1.「評価差額」及び「含み損益」は、帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差

額を計上しております。

2.満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

（単位：百万円）

（５）預金・貸出金の残高【単体】

（単位：百万円）

預金

うち個人預金

貸出金

うち住宅ローン

（注）譲渡性預金は含んでおりません。

〈本件に関するお問い合わせ先〉

経営企画部  猪俣・斎藤・阿部　 TEL 028-633-1455

478,414 15,742

314

207,572

7,348 324

平成28年3月末

7,012

2,113,748

527,342

513,080

1,827,654

505,163

帳簿価額 含み損益

524,976

平成27年12月末

含み損益

2,625

6,105

1,300

2,493

600,181

371,201

21,407

1,845,044

平成27年12月末

1,438

満期保有目的の
債券

－ －

帳簿価額帳簿価額 含み損益

7,076

2,569,617

平成28年3月末

2,155,561

20,965

306,880

195,410

平成28年12月末

238,895 △ 4,431

218,553

5,111

25,050

14,326

10,5328,104

1,870,759

2,132,306

平成28年12月末

2,631,267 2,600,610
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